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報
酬
・
基
準
な
ど
の
見
直
し
を
検
討

推
進
協
な
ど
ヒ
ア
リ
ン
グ
へ

介
護
給
付
費
分
科
会

６
月
25
日
、
第
１
７
８
回
介
護
給
付
費
分

科
会
が
開
か
れ
、
２
０
２
１
年
度
介
護
報
酬

改
定
の
横
断
的
な
検
討
項
目
【
自
立
支
援
・

重
度
化
防
止
の
推
進
】【
介
護
人
材
の
確
保
・

介
護
現
場
の
革
新
】【
制
度
の
安
定
性
・
持

続
可
能
の
確
保
】
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
同

日
、
厚
労
省
は
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
推
進
協

な
ど
）
の
実
施
要
領
を
公
表
し
た
。
議
論
の

ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
。

【
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
の
推
進
】
▽

介
護
Ｄ
Ｂ
や
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｅ
な
ど
の
デ
ー
タ
を

踏
ま
え
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
を
検
証
す

る
▽
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
を
推
進
す
る
▽
リ
ハ

ビ
リ
・
機
能
訓
練
・
口
腔
・
栄
養
の
取
り
組

み
を
推
進
す
る
。

【
介
護
人
材
の
確
保
・
介
護
現
場
の
革
新
】

▽
加
算
を
検
証
す
る
▽
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
推
進
し
、
生
産
性
の
向
上
や

文
書
負
担
軽
減
な
ど
を
推
進
す
る
。

【
制
度
の
安
定
性
・
持
続
可
能
の
確
保
】

▽
災
害
や
感
染
症
に
対
応
し
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
安
定
的
・
継
続
的
に
提
供
す
る
た
め
介

護
報
酬
や
人
員
、
施
設
、
運
営
な
ど
の
基
準

の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

【
分
科
会
の
意
見
】「
新
型
コ
ロ
ナ
で
打
撃

を
受
け
た
事
業
所
へ
の
支
援
が
今
後
も
必
要

だ
」「
特
定
処
遇
改
善
加
算
の
算
定
率
（
全

体
57
・
０
％
、
特
養
83
・
５
％
）
が
予
想
よ

り
低
く
、
検
証
が
必
要
だ
」
な
ど
。

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
要
領
】
厚
労
省
は
21
年
度

介
護
報
酬
改
定
に
関
す
る
関
係
団
体
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
実
施
要
領
を
提
示
し
た
。
推
進
協
な

ど
32
団
体
が
意
見
陳
述
（
書
面
含
む
）
す
る
。

8
月
3
日
実
施
の
予
定
。

と
す
る
一
方
、
複
数
の
主
任
格
が
全
体
を
統

括
す
る
な
ど
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
た
ら
ど

う
か
。

【
そ
の
他
の
職
種
】
介
護
支
援
専
門
員
は

常
勤
専
従
、
生
活
相
談
員
や
看
護
師
は
常
勤

の
配
置
が
そ
れ
ぞ
れ
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

入
居
者
に
影
響
が
出
な
い
こ
と
を
前
提
に
、

緩
和
な
ど
柔
軟
に
人
材
活
用
が
で
き
る
仕
組

み
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
そ
の
他
】
生
活
保
護
受
給
者
は
（
自
治

体
補
助
な
ど
の
場
合
を
除
き
）
ユ
ニ
ッ
ト
型

施
設
を
原
則
利
用
で
き
な
い
の
が
現
状
だ

が
、
財
源
や
一
般
低
所
得
者
と
の
均
衡
も
踏

ま
え
、
慎
重
に
議
論
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
は

な
い
か
。

「
感
染
症
防
止
に
有
効
」
と
指
摘

委
員
か
ら
「
利
用
者
に
影
響
が
出
な
い
範

囲
の
緩
和
が
必
要
だ
」、「
ユ
ニ
ッ
ト
定
員
15

人
で
は
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
の
理
念
を
失
い
か
ね

な
い
。
慎
重
な
対
応
を
求
め
た
い
」、「
個
室

ユ
ニ
ッ
ト
は
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
に
有
効

だ
」（
複
数
意
見
、「
現
時
点
で
は
エ
ビ
デ
ン

ス
が
な
い
」
と
の
意
見
も
）、「
オ
ン
ラ
イ
ン

研
修
は
座
学
に
限
る
べ
き
だ
」
な
ど
の
意
見

が
出
た
。

【
推
進
協
の
意
見
書
（
骨
子
）】

○
入
居
者
の
自
立
や
尊
厳
を
重
視
す
る
個

室
・
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
を
積
極
的
に
整
備
し
、

今
後
、整
備
す
る
特
養
は
全
室
個
室・ユ
ニ
ッ

ト
型
施
設
を
原
則
と
す
る
。

○
全
室
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
の
ま
ん
延
防
止
に
有

効
で
あ
る
。
理
由
は
①
個
室
隔
離
が
可
能
②

空
気
感
染
を
軽
減
③
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
や
す
い

④
職
員
固
定
配
置
に
よ
り
感
染
症
の
ま
ん
延

を
防
ぎ
や
す
い
─
な
ど
。

を
踏
ま
え
、介
護
給
付
費
分
科
会
（
開
催
中
）

で
さ
ら
な
る
検
討
を
行
い
、
次
期
介
護
報
酬

改
定
で
結
論
を
得
た
い
」
と
し
た
。　

人
員
配
置
基
準
な
ど
を
緩
和

【
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
推
進
】
◇
人
材
配

置
の
手
厚
い
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
は
人
材
確
保

の
困
難
さ
が
推
進
の
進
ま
な
い
要
因
に
も

な
っ
て
お
り
、
人
員
基
準
や
ハ
ー
ド
に
関
す

る
基
準
の
緩
和
を
含
め
て
検
討
す
べ
き
◇
実

態
調
査
に
よ
る
と
、
ユ
ニ
ッ
ト
単
位
で
職
員

シ
フ
ト
を
回
し
て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
が

58
％
あ
る
。
２
ユ
ニ
ッ
ト
単
位
で
の
運
用
を

昼
間
の
時
間
帯
で
も
認
め
る
よ
う
周
知
し
た

ら
ど
う
か
（
た
だ
し
、
ハ
ー
ド
面
の
工
夫
、

見
守
り
セ
ン
サ
ー
な
ど
安
全
性
や
情
報
共
有

の
徹
底
を
図
る
）
◇
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
的

多
床
室
」
は
少
な
く
と
も
新
た
な
設
置
を
禁

止
し
、
既
存
施
設
は
地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
を
活
用
し
て
ユ
ニ
ッ
ト
型
に
改
修
し

て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
か
。

【
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
】
◇
実
態
調
査
に

よ
る
と
、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
全
員
が
研
修

を
修
了
し
て
い
る
施
設
は
19
％
に
す
ぎ
ず
、

35
％
は
修
了
者
が
若
干
名
と
い
う
の
が
現

状
。
今
後
、
施
設
全
体
の
職
員
研
修
体
系
の

検
討
の
中
で
改
め
て
検
討
す
る
よ
う
に
し
た

ら
ど
う
か
。
そ
の
際
、
演
習
や
実
習
の
重
要

性
に
配
慮
し
つ
つ
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
ｅ

─
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
受
講
の
し
や
す
さ
に
も

配
慮
し
た
ら
ど
う
か
◇
現
行
で
は
常
勤
が
必

須
だ
が
、
必
ず
し
も
常
勤
を
求
め
な
い
こ
と

給
付
費
分
科
会
で
さ
ら
に
検
討

厚
労
省
は
、
第
1
回
（
昨
年
４
月
22
日
）、

第
２
回
（
同
年
６
月
21
日
）
か
ら
の
議
論
の

経
緯
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
が

抱
え
る
課
題
ご
と
の
論
点
を
示
し
た
。
議
論

終
了
後
、
介
護
報
酬
や
人
員
基
準
な
ど
（
の

見
直
し
）
に
つ
い
て
「
こ
の
検
討
会
の
意
見

（１）
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1 面　個室ユニットの論点を大筋で了承
　　　�コロナ緊急支援事業の要綱
　　　報酬・基準などの見直しを検討
　　　国政ニュース、こちら傍聴席
2 面　3 密回避  オンライン研修に期待
　　　感染した施設に見舞金
　　　「介護見舞金」の実施要項
　　　【特集】社福法等改正のポイント
　　　介護保険委員長のよもやま話
3 面　施設紹介【陽だまり】（福岡）
　　　施設の話題　新型コロナ取り組み
4 面　介護ニュース・ダイジェスト
　　　ズバリ回答！人事・労務のお悩み
　　　接触確認アプリの使い方
　　　事務局からのお願い、会員施設数

　
７
月
２
日
、厚
生
労
働
省
の「
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
推
進
に
関
す
る
検
討
会
」（
座

長
・
大
森
彌
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
の
第
３
回
会
合
が
開
か
れ
、
厚
労
省
が
※
実
態
調

査
結
果
な
ど
を
基
に
ま
と
め
た
論
点
を
大
筋
で
了
承
し
、
７
月
27
日
開
催
予
定
の
第
４

回
会
合
で
意
見
を
集
約
す
る
方
針
を
決
め
た
。
赤
枝
雄
一
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設

推
進
協
議
会
会
長
は
「
全
室
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染

症
の
防
止
に
有
効
」
な
ど
と
す
る
意
見
書
を
提
出
。
委
員
か
ら
同
旨
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
た
。
※
実
態
調
査
結
果
は
推
進
協
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
。

個
室
ユ
ニ
ッ
ト
の
論
点
を
大
筋
で
了
承

「
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
感
染
症
に
有
効
」
複
数
意
見

厚
労
省
・
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
推
進
検
討
会

第 178 回介護給付費分科会

第 3 回個室ユニット型施設推進検討会

○
…
介
護
の
仕
事
を
続
け
る
上
で
重
要

な
こ
と
は
、「
仕
事
へ
の
や
り
が
い
」「
能

力
や
業
務
を
反
映
し
た
給
与
体
系
」「
職
場

全
体
の
雰
囲
気
が
良
い
」
が
上
位
３
位
─
。

三
菱
総
研
が
勤
続
10
年
以
上
の
介
護
職
員

を
対
象
に
し
た
調
査
結
果
を
ま
と
め
、
介

護
給
付
費
分
科
会
で
紹
介
さ
れ
た
。

○
…
「
こ
れ
ま
で
離
職
理
由
ば
か
り
が

注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
中
堅
以
上
の
介
護

職
員
が
抱
い
て
い
る
『
長
続
き
の
理
由
』

に
焦
点
を
当
て
た
調
査
は
珍
し
い
。
勤
務

勤
続
に
は
、
や
り
が
い
、
給
与
、
職
場
の

雰
囲
気
が
重
要
な
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
」
と
女
性
記
者
が
感
想
を
漏
ら
し
た
。

○
…
「
も
う
1
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
が

あ
る
。『
法
人
や
施
設
・
事
業
所
の
施
設
や

設
備
が
充
実
し
て
い
る
』
は
有
効
回
答
の

中
で
最
低
ラ
ン
ク
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
外

見
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
だ
」
と

ベ
テ
ラ
ン
記
者
が
念
押
し
。（
楢
）

国
政
ニ
ュ
ー
ス

◎
介
護
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
指
示

（
６
月
22
日
）
経
済
諮
問
会
議
で
安
倍
首
相

安
倍
首
相
は
政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会

議
で
医
療
・
介
護
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

指
示
し
た
。
政
府
は
7
月
に
取
り
ま
と
め

る
「
骨
太
方
針
２
０
２
０
」
に
盛
り
込
む

方
針
。
加
藤
勝
信
厚
労
相
は
デ
ジ
タ
ル
化

を
介
護
報
酬
改
定
や
基
準
改
正
に
反
映
さ

せ
る
考
え
。

◎
免
許
証
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
活
用

（
６
月
23
日
）
活
用
Ｗ
Ｔ
が
初
会
合

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
活
用
し
て
行
政

手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
政
府
の

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
初
会
合
が
開
か
れ

た
。
当
面
、
運
転
免
許
証
や
各
種
国
家
資

格
証
な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
と
の
一
体
化
を
目
指
す
。

こ
ち
ら
傍
聴
席

◎
長
続
き
の
理
由

ウ
の
目
タ
カ
の
目

個室ユニット
推進協ニュース 7 月号

Number 161 2020 年（令和 2 年）

社
員
総
会　

７
月
28 

日
（
火
）
開
催

　
推
進
協
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
第
15
回
社
員
総

会
を
以
下
の
と
お
り
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
い
た
し
ま
す
（
事
務
局
）。

　
　
　
　
　
開
催
日
時
：
7
月
28
日
（
火
）
13
時
～
14
時
半

コ
ロ
ナ
緊
急
支
援
事
業
の
要
綱

介
護
現
場
職
員
に
「
慰
労
金
」
支
給

６
月
19
日
、
厚
労
省
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
事
業
（
介
護

分
）」
の
実
施
要
綱
を
関
係
自
治
体
な
ど
に

通
知
し
た
。
介
護
現
場
職
員
に
「
慰
労
金
」

を
支
給
す
る
ほ
か
、
介
護
事
業
の
感
染
防
止

対
策
や
デ
ジ
タ
ル
対
応
な
ど
を
支
援
す
る
。

＝
「
慰
労
金
」
関
係
は
2
面
に
掲
載
。

長続きの理由
1 位 やりがい
2 位 給与
3 位 職場の雰囲気

次期改定の横断的項目を議論する
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新
型
コ
ロ
ナ  

緊
急
包
括
支
援
事
業

〇
例
示
を
基
に
申
請
の
備
え
を

６
月
19
日
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
包
括
支
援
事
業
（
介
護
分
）
に

つ
い
て
（
令
和
２
年
度
第
２
次
補
正
予
算
）

の
概
要
（
通
知
）」
が
厚
労
省
か
ら
都
道
府

県
に
向
け
て
出
さ
れ
ま
し
た
。
先
ず
は
関

係
各
位
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
国
庫

で
あ
る
性
格
上
、
実
施
要
綱
に
は
期
間
や

交
付
額
等
の
要
件
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
感
染
症
対
策
支
援
事
業
の
申

請
内
容
に
つ
い
て
は
例
示
は
あ
る
も
の
の
、

裁
量
を
都
道
府
県
に
預
け
て
い
る
の
か
と

も
思
え
る
表
現
で
し
た
。

お
そ
ら
く
、
都
道
府
県
は
各
事
業
者
向

け
に
概
要
（
要
綱
）
と
申
請
書
を
準
備
し

て
い
る
状
況
と
思
い
ま
す
。
申
請
す
る
事

業
者
側
の
立
場
と
し
て
は
、
速
や
か
に
申

請
で
き
る
よ
う
、
例
示
を
基
に
準
備
を
進

め
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

〇
予
備
費
の
有
効
な
活
用
を

先
日
、
あ
る
教
授
が
介
護
施
設
な
ど
へ

の
支
援
を
訴
え
る
テ
レ
ビ
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。
教
授
は
「
夏
場
の
空
調
を
利
か

さ
な
い
と
、
職
員
が
マ
ス
ク
姿
で
業
務
に

あ
た
る
の
は
辛
い
」「
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
た

ま
ま
で
も
換
気
を
こ
ま
め
に
し
な
い
と
感

染
症
対
応
と
し
て
課
題
が

あ
る
」
と
、
嵩
む
電
気
代

な
ど
に
対
す
る
早
急
な
手

当
が
必
要
だ
と
主
張
し
て

い
ま
し
た
。

そ
の
一
方
、
2
次
補
正

予
算
の
審
議
で
は
予
備
費
の
計
上
も
あ
り

ま
し
た
。
介
護
施
設
の
防
疫
体
制
に
予
備

費
の
有
効
活
用
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

学
識
者
か
ら
の
提
言
な
ど
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
、
協
議
会
と
し
て
も
継
続
的
に

政
府
へ
お
願
い
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

第
14
回

え
る
交
付
金
制
度
を
創
設
し
た
り
し
て
市

町
村
を
支
援
す
る
。
国
会
審
議
で
は
「
交

付
金
の
確
実
な
確
保
や
人
材
育
成
へ
の
国

の
支
援
が
必
要
だ
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

【
認
知
症
施
策
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
整

備
】
▽
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
国
と
地
方

自
治
体
の
努
力
義
務
を
規
定
し
た
▽
介
護

保
険
事
業
（
支
援
）
計
画
に
有
料
老
人
ホ
ー

ム
・
サ
高
住
の
設
置
状
況
の
記
載
を
義
務

付
け
た
。

【
医
療
・
介
護
の
デ
ー
タ
基
盤
の
整
備
】

厚
労
相
は
自
治
体
に
通
所
・
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
や
地
域
支
援
事
業
の
利
用
者
に
関
す
る

情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

【
介
護
人
材
確
保
と
業
務
効
率
化
】
▽
介

護
保
険
事
業
（
支
援
）
計
画
の
記
載
事
項

に
介
護
人
材
確
保
と
業
務
効
率
化
の
取
組

み
を
追
加
し
た
▽
介
護
福
祉
士
養
成
施
設

卒
業
者
の
国
家
試
験
義
務
付
５
年
間
経
過

（
猶
予
）
措
置
を
さ
ら
に
５
年
延
長
。

【
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
制
度
の
創

設
】
社
会
福
祉
法
人
や
N
P
O
法
人
な
ど

が
連
携
強
化
す
る
た
め
の
社
会
福
祉
連
携

推
進
法
人
制
度
を
創
設
。

　
　
　
　
　
（
顧
問　

楢な
ら
は
ら原
多た

け

し
計
志
）

「
断
ら
な
い
相
談
支
援
」
目
指
す

　
　
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
を
創
設

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
た
め
話
題
に
な

ら
な
か
っ
た
改
正
社
会
福
祉
法
等
が
６

月
12
日
、
公
布
さ
れ
た
。
介
護
や
貧
困

な
ど
の
住
民
が
抱
え
る
悩
み
を
市
町
村

が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
き
な
が
狙
い
。
厚
労

省
は
「
断
ら
な
い
相
談
支
援
」
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
が
、
財
源
の
裏
付
け
や
人

材
育
成
な
ど
新
た
な
課
題
が
浮
上
し
て

い
る
。

■
「
縦
割
り
行
政
」
の
弊
害

正
式
名
は
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
の

た
め
の
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」。
社
会
福
祉
法
や
介
護
保
険

法
、
老
人
福
祉
法
な
ど
計
５
本
の
法
律
を

一
括
し
て
改
正
し
た
。
施
行
日
は
原
則

２
０
２
１
年
４
月
１
日
。

社
福
法
改
正
の
背
景
に
は
、
社
会
の
多

様
性
が
進
み
、住
民
の
悩
み
が
複
雑
に
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
福
祉
行

政
で
は
「
縦
割
り
行
政
」
が
続
き
、
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

例
え
ば
、
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
50
代

の
独
身
者
が
低
年
金
受
給
者
で
80
代
の

親
を
ど
う
支
え
て
い
く
の
か
。
ま
さ
に

「
８
０
５
０
問
題
」は
待
っ
た
な
し
。
だ
が
、

多
く
の
市
町
村
で
は
一
括
し
て
相
談
で
き

る
窓
口
が
な
い
上
、
対
応
可
能
な
職
員
が

育
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
だ
。

今
回
の
改
正
で
は
、
こ
う
し
た
課
題
に

取
り
組
む
ほ
か
、
懸
案
で
あ
る
認
知
症
施

策
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
、
医
療
・
介

護
デ
ー
タ
の
基
盤
整
備
、
介
護
人
材
の
確

保
、
社
会
福
祉
法
人
間
の
連
携
強
化
な
ど

の
対
応
策
を
盛
り
込
ん
だ
。

■
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
５
つ

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
。

【
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
】
縦
割
り

を
廃
し
、
ど
ん
な
悩
み
に
も
対
処
で
き
る

「
断
ら
な
い
相
談
」
を
国
が
包
括
的
に
支
援

し
た
り
、
国
が
分
野
を
超
え
一
体
的
に
使

【
特
集
】
社
福
法
等
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

「
介
護
見
舞
金
」
の
実
施
要
項

厚
労
省
が
支
給
要
件
な
ど
公
表

6
月
12
日
に
成
立
し
た
二
次
補
正
予
算
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
を

講
じ
な
が
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
に
努
め

た
職
員
に
対
し
て
慰
労
金
を
支
給
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
＝
下
段
の
チ
ャ
ー
ト
参
照
。

給
付
対
象
者
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

か
介
護
施
設
等
に
勤
務
し
、
利
用
者
と
接
す

る
職
員
な
ど
。
支
援
額
は
❶
感
染
症
が
発
生

ま
た
は
濃
厚
接
触
者
に
対
応
し
た
施
設
・
事

業
所
に
勤
務
し
、
利
用
者
と
接
す
る
業
務
に

あ
た
っ
た
職
員
に
20
万
円
❷
そ
れ
以
外
の
職

員
に
5
万
円
。
❶
❷
と
も
に
、
以
下
の
対
象

期
間
に
10
日
以
上
勤
務
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
。
対
象
期
間
は
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
1
例

目
発
生
日
又
は
受
入
日
（
★
）
の
い
ず
れ
か

早
い
日
（
岩
手
県
は
緊
急
事
態
宣
言
の
対
象

地
域
と
さ
れ
た
4
月
16
日
）
か
ら
6
月
30
日

ま
で
の
間
。
★
チ
ャ
ー
タ
ー
便
及
び
ク
ル
ー

ズ
船
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
」
か

ら
患
者
を
受
け
入
れ
た
日
を
含
む
。

感
染
し
た
施
設
に
見
舞
金

経
過
報
告　
発
生
か
ら
収
束
ま
で

5
月
27
日
、
会
員
施
設
「
健
美
会
・
わ
か

ば
」（
福
岡
県
北
九
州
市
）
で
入
居
者
と
職

員
が
感
染
さ
れ
ま
し
た
。
推
進
協
は
「
災
害

時
会
員
支
援
規
程
」
第
4
条
に
基
づ
き
、
見

舞
金
を
支
給
し
ま
し
た
。

岡
山
伸
二
施
設
長
か
ら
発
生
か
ら
収
束
ま

で
の
経
過
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

感
染
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
対
策
を

講
じ
て
い
た
が
、入
居
者
が
救
急
搬
送
さ
れ
、

陽
性
と
判
定
。濃
厚
接
触
者
の
う
ち
11
名（
入

居
者
2
名
、
職
員
9
名
）
が
無
症
状
だ
っ
た

が
陽
性
判
定
さ
れ
た
。
発
生
後
は
厚
労
省
の

専
門
家
チ
ー
ム
「
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
班
」
と

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
「
D
M
A
T
」、
北

九
州
市
保
健
所
の
専
門
家
に
よ
る
指
導
に
よ

り
、
徹
底
的
な
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
、
収

束
。6
月
17
日
か
ら
通
常
営
業
を
開
始
し
た
。

全
国
的
に
報
道
さ
れ
た
こ
と
で
、
厳
し
い
声

も
寄
せ
ら
れ
た
が
、
激
励
の
言
葉
や
関
係
者

か
ら
は
物
資
の
支
援
な
ど
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

た
賛
成
意
見
で
5
割
を
占
め
た
。

そ
の
一
方
で
「
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
」「
ウ
ェ
ブ

カ
メ
ラ
な
ど
の
機
器
類
が
品
薄
で
入
手
困

難
」
と
い
っ
た
受
講
環
境
の
整
備
が
課
題
と

言
う
声
が
3
割
あ
っ
た
。

ま
た
、「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
で
き
る
研

修
シ
ス
テ
ム
を
希
望
す
る
」「
一
方
的
な
受

け
身
の
授
業
に
な
ら
な
い
よ
う
工
夫
し
て
ほ

し
い
」「
24
時
間
い
つ
で
も
繰
り
返
し
受
講

で
き
る
E
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
し
て
ほ
し

い
」
と
言
っ
た
運
用
面
に
関
す
る
意
見
も
多

く
寄
せ
ら
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
3
密
を
避
け
る
た

め
、
集
合
研
修
な
ど
が
実
施
で
き
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
推
進
協
で
は
会
員
サ
ー
ビ

ス
の
一
環
と
し
て
、
I
C
T
を
活
用
し
た

リ
モ
ー
ト
研
修
（
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
）
の
実

施
を
企
画
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
は
以
下
の
と
お
り
。

研
修
の
あ
り
方
を
見
直
す
機
会
に

一
番
多
か
っ
た
の
は「
ぜ
ひ
活
用
し
た
い
」

「
人
材
不
足
の
中
、
研
修
の
あ
り
方
を
見
直

す
機
会
だ
」「
交
通
費
や
時
間
の
効
率
性
な

ど
を
考
え
る
と
リ
モ
ー
ト
で
良
い
」
と
い
っ

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
（
５
月
中
下
旬
）
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
に
関
す
る

声
を
紹
介
す
る
。
回
答
施
設
の
お
よ
そ
5
割
が
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
に
期
待
し
て
い
る

一
方
、
約
3
割
の
施
設
が
受
講
環
境
の
整
備
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
栗
田
淳
二
研
修
委
員
長
は
「
集
合
研
修
と
併
せ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
の
機
会
を

増
や
す
こ
と
は
必
要
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

3
密
回
避  

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
に
期
待

受
講
環
境
の
整
備
が
最
大
の
課
題

推
進
協
・
新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
機
会
を
増
や
す

受
講
者
の
内
心
は
以
下
の
３
つ
に
分
類
で

き
る
と
考
え
ま
す
。
❶ 

受
講
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い（m

ust

）❷ 

受
講
し
た
い（w

ant

）

❸ 

受
講
し
て
み
よ
う
（try

）。

一
番
も
っ
た
い
な
い
の
は
こ
の
ど
れ
に
も

属
さ
ず
、「
受
講
し
た
い
の
に
で
き
な
い
」

と
い
う
状
況
で
す
。「
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
」

は
そ
の
問
題
を
解
消
し
て
く
れ
る
手
段
に
な

り
得
ま
す
。

集
合
研
修
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
な
ら
ば
研
修
会

場
へ
の
移
動
時
間
が
無
く
な
っ
た
り
、
短
時

間
で
受
講
で
き
た
り
と
、
時
間
の
制
約
は
限

り
な
く
解
決
さ
れ
ま
す
。
集
合
研
修
と
併
せ

て
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を
開
催
し
、
受
講
の
機

会
を
増
や
す
こ
と
が
、
今
後
、
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。

※厚労省資料を基に作成【慰労金支給チャート】

（注）厚労省資料から作成

相談支援にかかる一体的実施のイメージ
各制度の縦割りから一体的な支援へ

栗田淳二
研修委員長

介
護
保
険
委
員
長
の

  

よ
も
や
ま
話

藤村 二朗
介護保険委員長   
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【
施
設
の
紹
介
】

２
０
１
２
年
4
月
、
福
岡

市
城
南
区
東
油
山
に
社
会
福

祉
法
人
ひ
の
き
会
（
亀
川
陽

次
郎
理
事
長
）
地
域
密
着
型

特
養
「
陽
だ
ま
り
」
が
開
設

さ
れ
た
。
博
多
駅
、
天
神
駅

か
ら
バ
ス
で
40
～
50
分
の
閑

静
な
住
宅
地
に
あ
る
。

〇
根
拠
に
基
づ
く
ケ
ア
を

施
設
に
入
っ
て
も
入
居
者

が
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る

よ
う
、
生
活
を
支
え
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
入
居
者

に
と
っ
て
な
ぜ
こ
の
ケ
ア
が

必
要
な
の
か
―
専
門
職
が
根

拠
に
基
づ
い
た
施
設
サ
ー
ビ

ス
計
画
を
立
て
、
ケ
ア
を
提

供
す
る
こ
と
に
注
力
し
て
い

る
。

〇
気
づ
き
を
チ
ー
ム
で
共
有

介
護
計
画
書
、
看
護
計
画

書
、
褥
瘡
予
防
・
排
泄
支
援

計
画
書
、
経
口
維
持
計
画
書

な
ど
を
運
用
し
、
多
職
種
協

働
に
よ
る
根
拠
に
基
づ
く
個

別
ケ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
気
づ

き
を
チ
ー
ム
で
共
有
す
る
こ

と
で
、
課
題
解
決
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

〇
看
護
職
を
ユ
ニ
ッ
ト
配
置

看
護
職
を
ユ
ニ
ッ
ト
に
固

定
配
置
し
て
い
る
。
入
居
者

の
身
体
的
変
化
に
も
介
護
、

看
護
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

の
気
づ
き
に
よ
り
、
早
急
な

対
応
が
で
き
て
い
る
。

〇
人
感
セ
ン
サ
ー
を
減
ら
す

入
居
者
の
暮
ら
し
に
ふ
さ

わ
し
く
な
い
と
思
え
る
音
を

減
ら
す
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。
職
員
の
声
の
大
き
さ
を

接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
研
修
で

確
認
し
た
り
、
人
感
セ
ン
サ
ー

の
数
を
減
ら
す
替
わ
り
に
転

倒
予
防
策
を
考
え
た
り
し
て

い
る
。

〇
エ
コ
ロ
ジ
ー
活
動

開
設
当
初
か
ら
食
材
等
の

運
搬
に
電
動
カ
ー
を
利
用
し

た
り
、
太
陽
光
発
電
し
た
り

し
て
環
境
問
題
に
配
慮
し
た

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

〇
嗜
好
を
考
え
た
食
事

栄
養
面
と
入
居
者
の
身
体

状
況
や
嗜
好
に
考
慮
し
た
献

立
の
食
事
を
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、
季
節
に
合
わ
せ
た
食

事
や
お
や
つ
を
ユ
ニ
ッ
ト
で

作
り
、
食
を
楽
し
む
機
会
も

設
け
て
い
る
。

〇
竪
琴
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

現
在
は
休
止
し
て
い
る
が
、

体
操
や
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
他
に
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー

ジ
や
ネ
イ
ル
ケ
ア
、
ド
イ
ツ

の
竪
琴
『
ラ
イ
ア
ー
』
を
演

奏
す
る
団
体
な
ど
に
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
。

〇
プ
ラ
ン
タ
ー
で
野
菜
作
り

毎
週
月
曜
日
、
法
人
グ
ル
ー

プ
全
体
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
委
員
会
で

対
策
を
話
し
合
っ
て
い
る
。

様
々
な
活
動
の
自
粛
が
求
め

ら
れ
る
中
、
入
居
者
に
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
思

い
で
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で
野
菜

作
り
を
行
っ
た
。

【
野
方
美
香
施
設
長
か
ら
】

今
年
か
ら
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
研
修
の
実
地
研
修
施
設

に
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
受
講
者
の
受
入

が
で
き
な
い
状
況
で
す
が
、

い
つ
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
る

よ
う
準
備
万
端
で
臨
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
習
生

に
は
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を

持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
ま
た
、
私
た
ち
に
も
様
々

な
気
づ
き
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
機
会
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

【
取
材
後
記
】
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
の
基
本
を
大
切
に
、
入
居

者
が
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ

る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。（
事
務
局
・
山
崎
）

福岡県 社会福祉法人
ひのき会

地域密着型特別養護老人ホーム

陽だまり
～ ぬくもりある場所で　やさしい福祉を提供したい　～

～ 施設の話題　新型コロナに関する取り組み ～
しょうじゅの里三保（神奈川 )

入口に設置し
手指消毒の間に検温

社会福祉法人 元気村
◎検温アラームシステムを導入
〇非接触でスピーディに検温
アラームシステムの前に立つだけで、サーモ
グラフィー画像から表体温を測定。検知時間は
0.5 秒。37.5℃以上を検知したら、即時にランプ
と警報で知らせる。
このシステムは株式会社アドレックス社の製
品「ADREX」。
サイズ（単位：ミリ）は 600(W) × 400(D) ×
1800(H)、重量 50kg、43 インチ。平時にはサ
イネージ（電子看板）としても利用できるという。

〇人の出入りの多い場所に有効
導入を決めた赤枝雄一理事長は「テレビ CM
で製品を見た。装置の前に立つだけで検温でき、
便利だと感じた。来訪者の検温に職員が関わる
よりも、非接触の検温で感染リスクを低減した
いと考え、導入を決めた。特に、人の出入りの
多い場所には有効だと思う」と話している。

〇検温不要で職員にも好評
「導入前は、職員だけでなく、施設を訪れるご
家族や取引先の方にも、体温計での検温をお願
いしていました。検温アラームシステムだと、
非接触で瞬時に測定できるので重宝しています。
『出勤前の検温が不要になった』と職員からも好
評です」と赤枝眞紀子施設長。

【問合せ先】：�株式会社アドレックス
　　　　　　　（☎ 0120-888-562）

◎法人グループ全体で様々な取り組み
〇入浴介助用にマウスシールド導入
暑さに向かう時期、マスク着用で入浴介助する職員には相当
の負担がかかることが予想される。かと言って、冷房をきかせ
ることは利用者に負担がかかり、ヒートショックの恐れもある。
職員の負担を軽減したいと「マウスシールド」を導入した。

〇面会制限のロードマップ
面会制限のロードマップをポスターサイズで作成し、
施設入口に掲示している。STEP ０～６まで７区分し、
今はどの段階かを示すようにしている。利用者や家族へ
の理解を得るのにも効果的だと感じている。

〇「６密」ポスター　誕生秘話
２月下旬から面会制限に。入居者のストレスと
ＡＤＬ低下の心配、家族からは「会いたいのに会
えない」という声。職員もどうにかしたいという
思いでやり過ごす日々。職員から「こんな状況だ
からこそ『心がけたい 3密・やるべき３密』を考
えてみてもいいかも！」という提案が。

・「頑張ろう！」の意味を込めて
神成裕介理事長が「NG３密」とは逆の「GOOD
３密・親密、綿密、緊密」を発案。「頑張ろう！」
の意味も込めてポスター化が決まった。デザイン
を得意とする支援本部の職員がわずか３日で仕上
げた。グループ内の全施設に掲示している。

障子のある居室 施設外観

ソフト食

ドイツの竪琴「ライアー」で演奏プランターで野菜作り

サーモグラフィーで
体温の状態を確認

電動カーで食材運搬

マウスシールド

面会制限のロードマップ

6 密ポスター
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個
室
ユ
ニ
ッ
ト
の
論
点
を
大
筋
で
了
承

　
（
令
和
２
年
7
月
1
日
現
在
）

【
会
員
施
設
数
】　
３
６
９
施
設

ズ
バ
リ
回
答
！

　

人
事
・
労
務
の
お
悩
み

◎
法
人
都
合
に
よ
る

　
　

退
職
扱
い
？

【
今
月
の
相
談
内
容
】

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
一
部
の
部
門
が

休
業
中
で
す
。
そ
の
部
門
の
職
員
か
ら
退

職
届
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
失
業
給
付
を

早
期
に
受
給
し
た
い
の
で
法
人
都
合
に
よ

る
退
職
と
な
る
よ
う
「
解
雇
」
に
し
て
ほ

し
い
と
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
う
し

た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
。

【
回
答
】

〇
事
実
と
異
な
れ
ば
虚
偽
申
請
に

自
己
都
合
に
よ
る
退
職
の
場
合
、
原
則

と
し
て
３
カ
月
間
の
給
付
制
限
期
間
が
設

け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
解
雇
な

ど
労
働
者
本
人
の
責
め
で
は
無
い
理
由
に

よ
り
退
職
し
た
場
合
は
こ
の
給
付
制
限
が

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
職
員
の
申
し
出

は
事
実
と
異
な
る
た
め
、
虚
偽
申
請
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
労
働
関
係
の
助
成
金

を
受
給
し
て
い
る
場
合
に
は
助
成
金
が
停

止
と
な
る
ケ
ー
ス
も
。
そ
の
よ
う
な
申
し

出
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
伝
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

〇
給
付
制
限
期
間  

2
カ
月
に
短
縮

昨
年
12
月
の
「
第
１
３
６
回
労
働
政
策

審
議
会
雇
用
保
険
部
会
」
で
報
告
書
案
が

公
開
さ
れ
ま
し
た
。
給
付
制
限
期
間
に
つ

い
て
見
直
す
内
容
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
報

告
書
案
で
は
、
給
付
制
限
期
間
を
5
年
間

の
う
ち
2
回
ま
で
に
限
り
２
カ
月
に
短
縮

す
る
措
置
を
施
行
し
、
2
年
間
を
目
途
に

検
証
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

働
き
方
改
革
の
さ
な
か
に
発
生
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
り
、
今
後
の
働
き
方

の
多
様
化
を
含
め
、
ま
す
ま
す
私
た
ち
の

仕
事
上
の
課
題
が
露
呈
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
高
度
な
知

識
で
は
な
く
、
現
在
の
法
制
度
を
踏
ま
え
、

適
切
な
処
理
対
応
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

基
本
だ
と
考
え
ま
す
。

  推進協監事
  特定社会保険労務士

栗田淳二 

介
護
に
関
す
る
政
府
機
関
や
団
体
の
動
向

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
厚
生
労
働
省

Ｈ
Ｐ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
赤
字
は
重
要

ニ
ュ
ー
ス
ま
た
は
推
進
協
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ス
。
推
進
協
Ｈ
Ｐ
の
W
e
e
k
l
y
参
照
。

■
感
染
防
止
を
報
酬
で
評
価
を

（
６
月
１
日
）
介
護
給
付
費
分
科
会

介
護
給
付
費
分
科
会
が
約
２
カ
月
ぶ
り
に

再
開
さ
れ
、「
２
０
１
８
年
度
介
護
報
酬
改

定
の
効
果
検
証
及
び
研
究
結
果
」
の
報
告
や

21
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
横
断
的
な
検
討
項

目
で
あ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
」
を
議
論
。「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
を

基
本
報
酬
で
評
価
す
べ
き
だ
」
と
の
意
見
も

＝
「
推
進
協
ニ
ュ
ー
ス
」
６
月
号
既
報
。

■
消
費
落
ち
込
み　
過
去
最
大

（
６
月
４
日
）
４
月
・
自
粛
が
影
響

総
務
省
が
公
表
し
た
今
年
４
月
の
家
計
調

査
（
４
月
）
に
よ
る
と
、
２
人
以
上
世
帯
の

消
費
支
出
は
26
万
７
９
２
２
円
、
前
年
同
月

比
で
実
質
11
・
１
%
減
（
物
価
変
動
の
影

響
除
く
）
で
過
去
最
大
の
減
少
。
緊
急
事
態

宣
言
後
の
外
出
自
粛
な
ど
が
影
響
。

■
19
年
の
出
生
数　
過
去
最
少

（
６
月
４
日
）
86
・
５
万
人

厚
労
省
の
「
２
０
１
９
年
人
口
動
態

統
計
」（
概
数
）
に
よ
る
と
、
出
生
数
は

86
万
５
２
３
４
人
で
統
計
開
始
以
来
、
最
少

を
記
録
。
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
36
で

前
年
度
か
ら
０
・
06
㌽
低
下
。
死
亡
数
は

１
３
８
万
１
０
９
８
人
で
戦
後
最
多
。
自
然

減
は
51
万
５
８
６
４
人
で
過
去
最
多
。

■
推
進
協　
総
会
７
月
28
日
開
催

（
６
月
５
日
）
執
行
委
員
会
決
定

推
進
協
の
第
４
回
執
行
委
員
会
は
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
の
た
め
延
期
し
た
社
員
総
会
を
７

月
28
日
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
、
開
催
案
内
を

後
送
）
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
ま
た

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
会

員
施
設
「
わ
か
ば
」（
北
九
州
市
）
へ
の
支

援
を
決
め
た
。

■
改
正
社
会
福
祉
法
が
成
立

（
６
月
５
日
）
枠
超
え
た
支
援
へ

「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
の
社
会

福
祉
法
等
の
一
部
改
正
法
案
」が
成
立
し
た
。

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」
を
創
設
し
、

介
護
や
障
害
福
祉
、
困
窮
者
支
援
な
ど
の
枠

を
越
え
た
支
援
制
度
を
整
え
る
。
ま
た
介
護

福
祉
士
国
家
試
験
義
務
付
け
経
過
措
置
の
５

年
延
長
や
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
の
創
設

が
盛
り
込
ま
れ
た
＝
２
面
参
照
。

■
抗
原
検
査　
全
国
で
実
施

（
６
月
８
日
）
検
査
キ
ッ
ト
供
給

厚
労
省
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
抗
原

検
査
に
つ
い
て
全
国
の
医
療
機
関
で
可
能
─

と
関
係
自
治
体
に
連
絡
し
た
。
検
査
キ
ッ
ト

な
ど
の
供
給
が
増
え
、
需
要
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

■
第
２
次
補
正
予
算
が
成
立

（
６
月
12
日
）
新
型
コ
ロ
ナ
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
追
加

予
算
を
主
と
す
る
２
０
２
０
年
度
予
算

第
２
次
補
正
予
算
が
成
立
し
た
。
総
額

31
億
９
１
１
４
億
円
（
真
水
部
分
＝
民
間
資

金
な
ど
を
除
く
）。
財
源
は
ほ
ぼ
全
額
が
国

債
発
行
（
国
の
借
入
金
）
＝
「
推
進
協
ニ
ュ
ー
ス
」

６
月
号
既
報
。

■
退
院
期
間
10
日
に
短
縮

（
６
月
12
日
）
コ
ロ
ナ
入
院
基
準

厚
労
省
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
入
院
期

間
の
解
除
基
準
を
14
日
か
ら
10
日
に
短
縮
し

た
。
ま
た
検
体
採
取
日
か
ら
６
日
間
経
過
し

た
後
、
24
時
間
以
上
の
間
隔
を
空
け
て
実
施

し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陰
性
が
２
回
確
認
で
き

れ
ば
、
退
院
で
き
る
。

■
デ
イ
・
シ
ョ
ー
ト
の
特
例
報
酬

（
６
月
15
日
）
厚
労
省
が
Ｑ
＆
Ａ

厚
労
省
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
で
厳
し
い
経

営
状
況
が
続
く
通
所
介
護
の
特
例
報
酬
の
算

定
に
つ
い
て
「
自
治
体
か
ら
休
業
要
請
が
な

か
っ
た
事
業
所
で
も
２
区
分
上
の
報
酬
を
算

定
で
き
る
」
な
ど
と
す
る
Ｑ
＆
Ａ
を
公
表
し

た
。

■
東
京
の
抗
体
率
０
・
10
％

（
６
月
15
日
）
抗
体
検
査
結
果

厚
労
省
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
率
を
示
す

抗
体
検
査
（
３
都
府
県
）
の
結
果
を
公
表
し

た
。
東
京
０
・
10
％
、
大
阪
０
・
17
％
、
宮

城
０
・
03
％
で
欧
米
な
ど
と
比
べ
陽
性
率
が

低
い
。

■
県
境
ま
た
ぐ
移
動　
解
禁

（
６
月
18
日
）
首
都
圏
か
ら
観
光
地
へ

安
倍
首
相
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
「
県
境
を
ま
た
ぐ
移
動
の
制
限
」
を
全

面
的
に
解
除
し
た
。
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
、タ
イ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
４
カ

国
か
ら
の
入
国
を
緩
和
す
る
方
針
（
当
面
は

試
行
）
を
表
明
。

■
接
触
確
認
ア
プ
リ
開
始

（
６
月
18
日
）
政
府
が
無
料
提
供

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
と
の
接
触
を
ス
マ
ホ

に
通
知
す
る
政
府
の
「
感
染
者
接
触
通
知
ア

プ
リ
サ
ー
ビ
ス
」
の
提
供
が
始
ま
っ
た
。
陽

性
者
と
半
径
１
メ
ー
ト
ル
以
内
、
15
分
以
上

接
触
し
た
利
用
者
全
員
に
「
感
染
者
接
触
」

を
知
ら
せ
る
通
知
が
届
く
＝
４
面
に
関
連
記
事
。

■
唾
液
の
検
査
試
薬
を
承
認　

（
６
月
19
日
）
加
藤
厚
労
相
が
発
表

加
藤
勝
信
厚
相
は
唾
液
を
検
体
と
す
る
抗

原
検
査
の
試
薬
を
承
認
し
た
と
発
表
し
た
。

公
的
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
る
。
約
30
分
で

感
染
の
有
無
を
判
定
で
き
る
。
従
来
の
簡
易

検
査
よ
り
精
度
が
高
い
。

■
コ
ロ
ナ
支
援
事
業
の
要
綱

（
６
月
19
日
）
介
護
「
慰
労
金
」

厚
労
省
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
包
括
支
援
事
業
（
介
護
分
）」
の
実

施
要
綱
を
ま
と
め
た
。
❶
感
染
症
対
策
支
援

❷
慰
労
金
支
給
❸
サ
ー
ビ
ス
再
開
支
援
❹
都

道
府
県
の
事
務
費
支
援
事
業
＝
１
面
参
照
。

■
介
護
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
加
速

（
６
月
22
日
）
諮
問
会
議
で
安
倍
首
相

安
倍
首
相
は
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
第
２
波
に
備
え
、
医
療
・

介
護
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
加
速
さ
せ
る
よ

う
関
係
閣
僚
に
指
示
し
た
＝
1
面
参
照
。

■
マ
ス
ク
配
布“

第
２
弾
”

（
６
月
23
日
）
職
員
２
枚
ず
つ

厚
労
省
は
布
製
マ
ス
ク
約
４
０
０
０
万
枚

を
介
護
や
障
害
福
祉
な
ど
の
事
業
所
に
配
布

す
る
と
地
方
自
治
体
に
連
絡
し
た
。
マ
ス
ク

配
布
は
２
回
目
。
前
回
は
職
員
１
枚
ず
つ
約

２
０
０
０
万
枚
を
配
布
し
た
。

■
専
門
家
会
議
を
新
組
織
へ

（
６
月
24
日
）「
前
の
め
り
」
反
省

政
府
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
専
門
家
会
議
」（
専
門
家
会
議
）
を
廃

止
し
、新
組
織
を
設
置
す
る
方
針
を
決
め
た
。

専
門
家
会
議
は
記
者
会
見
で
「
国
の
政
策
を

決
定
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て

し
ま
っ
た
」
と
前
の
め
り
を
反
省
し
た
。　

■
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
へ

（
６
月
25
日
）
介
護
給
付
費
分
科
会

第
１
７
８
回
介
護
給
付
費
分
科
会
は
21
年

度
介
護
報
酬
改
定
の
横
断
的
項
目
の
【
自
立

支
援
・
重
度
化
防
止
の
推
進
】【
介
護
人
材

の
確
保
・
介
護
現
場
の
革
新
】【
制
度
の
安

定
性
・
持
続
可
能
の
確
保
】
を
議
論
。
厚
労

省
は
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
推
進
協
な
ど
）
の

実
施
要
領
を
公
表
＝
1
面
参
照
。

■
全
世
代
型
会
議
が
中
間
報
告

（
６
月
25
日
）
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
保
護

政
府
の
全
世
代
型
社
会
保
障
検
討
会
議
は

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
働
く
人
を
保
護
す
る
こ
と

を
柱
と
す
る
中
間
報
告
を
ま
と
め
た
。
年
度

内
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
。
企
業
に

契
約
書
面
の
取
り
交
わ
し
を
義
務
付
け
た
り

す
る
。　

■
次
亜
塩
素
酸
水　
効
果
あ
る

（
６
月
25
日
）
空
中
散
霧
に
賛
否

経
産
省
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
消
毒
液

の
次
亜
塩
素
酸
水
に
つ
い
て
❶
拭
き
掃
除
の

場
合
、
汚
れ
を
落
と
し
た
後
、
20
秒
以
上
放

置
し
て
か
ら
80
ｐ
ｐ
ｍ
以
上
の
濃
度
で
拭
き

取
る
と
効
果
が
み
ら
れ
た
❷
空
中
噴
霧
は
有

効
性
や
安
全
性
が
確
認
で
き
ず
、
推
奨
し
な

い
─
と
発
表
。
業
界
は「
空
中
散
霧
も
有
効
」

と
反
論
。

■
新
会
長
に
中
川
氏
を
選
出

（
６
月
27
日
）
日
本
医
師
会
長
選

日
本
医
師
会
の
会
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
中

川
俊
男
副
会
長
（
69
歳
）
が
５
選
を
目
指
す

横
倉
義
武
氏（
75
歳
）を
破
り
、選
出
さ
れ
た
。

■
世
界
感
染
者
１
千
万
人
突
破

（
６
月
29
日
）
死
者
50
万
人
突
破

米
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
の
集
計
に

よ
る
と
、
世
界
の
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
は

１
０
０
０
万
人
、
死
者
50
万
人
で
、
そ
れ
ぞ

れ
大
台
を
突
破
し
た
。

■
第
２
波
に
備
え
体
制
構
築
を

（
６
月
30
日
）
厚
労
省
が
事
務
連
絡

厚
労
省
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
第
２
波
発

生
な
ど
に
備
え
、
都
道
府
県
が
介
護
施
設
と

連
携
し
て
応
援
派
遣
な
ど
の
緊
急
時
体
制

（
感
染
防
止
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
）
を
事

6
月
１
日
～
6
月
30
日

　
厚
労
省
か
ら
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ

リ
」（
略
称
：COCOA

）。
利
用
者
が
増

え
る
こ
と
で
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
？

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
陽
性
者
と
接
触

し
た
可
能
性
に
つ
い
て
通
知
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
接
触
確
認
ア
プ
リ
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ブ

ル
ー
ト
ゥ
ー
ス
機
能
を
利
用
し
て
通
信
が

行
わ
れ
る
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
確
保
さ

れ
て
い
る
。

利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
？

陽
性
者
と
1
メ
ー
ト
ル
以
内
、
15
分
以

上
の
他
の
ア
プ
リ
ユ
ー
ザ
ー
と
接
触
し
た

可
能
性
が
あ
る
場
合
に
通
知
さ
れ
る
。
ま

た
、
自
分
で
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

ア
プ
リ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
検
査
な
ど

サ
ポ
ー
ト
を
早
く
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。

ア
プ
リ
の
利
用
手
順

①�App Store 

ま
た
はGoogle Play

で

「
接
触
確
認
ア
プ
リ
」
で
検
索
し
て
イ

ン
ス
ト
ー
ル
す
る
。左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
も
サ
イ
ト
へ
ジ
ャ
ン
プ
で
き

る
。

②�

起
動
す
る
と
左
記
の
画
面
が
表
示
さ

れ
る
の
で
、
通
知
が
受
け
取
れ
る
状

態
に
な
っ
て
い
る
か
「
ア
プ
リ
の
設

定
」
を
確
認
す
る
。

③�

画
面
左
上
の
「

Ⅲ

」
を
タ
ッ
プ
し
、「
ア

プ
リ
の
設
定
」
を
タ
ッ
プ
。
表
示
さ

れ
る
「
ア
プ
リ
の
設
定
」
画
面
で
「
接

触
の
検
知
」と「
通
知
」が
Ｏ
Ｎ
に
な
っ

て
い
る
か
を
確
認
。

陽
性
者
と
の
接
触
確
認
を
す
る
に
は

起
動
後
の
画
面
で
「
陽
性
者
と
の
接
触

を
確
認
す
る
」
を
タ
ッ
プ
し
て
確
認
で
き

る
。自

分
が
陽
性
だ
っ
た
ら
？

保
健
所
か
ら
電
話
番
号
の
S
M
S
か

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
て
に
8
桁
の
処
理
番

号
が
通
知
さ
れ
る
。
ア
プ
リ
を
起
動
し
、

陽
性
情
報
の
登
録
を
タ
ッ
プ
し
、
処
理
番

号
を
入
力
し
、登
録
す
る
。
※
登
録
は
任
意
。

接触ありの場合　　　　接触なしの場合

App Store

Google Play

新
型
コ
ロ
ナ　

接
触
確
認
ア
プ
リ
の
使
い
方

8 桁の処理番号を入力

【
事
務
局
か
ら
の
お
願
い
】

7
月
28
日（
火
）開
催
予
定
の
社
員
総
会
。

事
務
局
は
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
向
け
、

操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
接
続
テ
ス
ト
の

リ
ハ
ー
サ
ル
な
ど
、
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
機

器
類
等
の
準
備
で
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

前
に
構
築
し
て
お
く
よ
う
事
務
連
絡
し
た（
厚

労
省
通
知
V
o
l
・
８
５
３
）


